
      

 

 
 

 
 
 

  

              

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

絆深まる修学旅行 体験型学習から学ぶこと 
                校長 中尾 奨 

 

現代，ＩＴ技術の発達により簡単にインターネッ

トでたくさんの写真や動画を見ることができます。

しかし，一方では,本物や実物を自分の目で見たり，

関係者からの話を直に聞いたりすることで得られる

感動やその場所に行くことでしか感じられない感覚

の醸成などが大切であり，豊かな心を育む生徒の育

成のためには，重要な要素の１つであります。これ

は，体験型学習から学ぶことになります。 

 「百聞は一見に如かず」ということわざがありま

すが，これは，中国の漢書「趙充国伝」の話が由来

となっていて，「人から繰り返し話を聞くより，実際

に自分の目で見て確かめた方がよく分かる」という

意味です。実は，このことわざには，見→考→行→

効→幸→皇という続きあるそうです。今回は，「百聞

は一見に如かず」の“一見”を“一験”に置き換え

てみると「百聞は一験に如かず」となります。 

文部科学省や鹿児島県教育委員会は，子どもの頃

の体験活動は「人づくりの原点」であり，協調性や

自己肯定感の向上が見られるとの観点から，体験活

動の充実と推進を教育施策に入れています。 

本校では，5 月下旬に２・3 年生は修学旅行，1

年生は集団宿泊学習の学校行事に参加しました。修

学旅行では，ＳＤＧｓを実践している工場の見学，

熊本城見学，平和講話や長崎原爆資料館見学による

平和学習，長崎市内の歴史や文化の自主学習などを

体験しました。集団宿泊学習では，住用地域の自然

について学ぶカヌー体験，フナンギョの滝見学，ナ

イトツアーや青久史跡めぐりなどを体験しました。

それぞれの目的には，「公衆道徳，思いやり，望まし

い人間関係，協同・友愛・奉仕の精神，自然に親し

む心，豊かな情操，粘り強い精神力」などのキーワ

ードがありました。 

郷土に誇りを持つとともに郷土を愛し，地域の発

展に貢献できる生徒の育成のためには，教室内だけ

では学ぶことができない自然体験活動，野外体験活

動，生活体験活動，交流体験活動などの様々な「体

験」を行うことが重要であり，体験型学習から学ぶ

ことが欠かせないものと考えます。 
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令和６年６月2７日 

  ５月２８日(火)～３０日(木)に，住用地区中学校合同

修学旅行が行われました。３つの中学校が，宮崎，熊

本，佐賀，長崎を訪れました。 

  各地で歴史や文化を学び，初めての土地を散策し，

美味しい食事や温泉を楽しみ，互いの絆を深めました。 

  たくさんの思い出とお土産を手に帰宅した生徒たち

は，確かな成長が感じられたのではないでしょうか。土

産話にも花が咲いたことでしょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７/ ２（火) お弁当の日事前学習 

７/ ３（水） 学校評議員会（18:00～） 

           水泳学習(～12 日まで) 

７/ ９（火） 民生委員学校訪問(10:30～) 

７/１３（土） 校内弁論大会 

          （多目的ホール ８：４５～） 

７/１６（火） お弁当の日 

７/１７（水） ふれあい体験学習 

7/18（木） 「ＳＯＳの出し方講座」（15:05～） 

７/１９（金） 終業式 

７/２１（金） 夏季休業(～8/31(土)) 

８/ １（木） 出校日 

８/２１（水） 出校日 

９/ １（日） PTA奉仕作業 

          (住用町総合グラウンド 6：30～) 

絆を結ぶ集団宿泊学習 よい歯を磨いて育てよう 

自分の道を探る 

鼓動をつなげ 

  ５月２９日(水)～３０日(木)に，住用地区中学校合同

集団宿泊学習が行われました。 

  住用地区の豊かな自然の中で，地域の歴史や文

化，自然や人とのつながりを学びました。 

  普段は行動を共にすることの少ない生徒たちでした

が，あっという間に打ち解け，互いに力を合わせ助け合

いながらカヌーやバーベキュー，ナイトツアーなどを楽し

みました。 

  天候にも恵まれ，自宅を離れて学習した生徒たちは

一段とたくましくなりました。 

  ６月３日(月)に，住用地区中学校合同進路説明会

が東城中学校で開かれました。 

  生徒たちは真剣に高校の先生方の話に耳を傾け自

分の進路と向き合いました。 

  生徒たちは自分の人生は自分で選び取り，自分の

希望や夢を叶える気概を新たにしたのではないでしょ

うか。生徒たちの想いが実るようにできる限り応援した

いと思います。 

  ６月５日(水)に，峯﨑養護教諭の指導で「歯と口の

健康教室」を行いました。ふだん特別に意識せずに行

っている自分たちの歯みがきを振り返る良い機会となり

ました。歯科検診でもむし歯が見つかった生徒がいま

すので，早めの治療をお願いします。 

  ６月６日(木)に，住用消防分駐所の所員の方の指導

で「AED 実技研修」を行いました。水の事故など増え

る季節を前に，倒れた人を助ける訓練として行っていま

す。心臓の鼓動が止まって10分経過すると助かる可能

性はほとんどありません。心臓を止めずに動かし続ける

ことの大切さと大変さを生徒は実感しました。 


